
　

８
月
23
日
・
９
月
22
日
に
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
次
の
４
件
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要

水
道
事
業
の
広
域
化
に
係
る

協
議
状
況
等
に
つ
い
て

【
概
要
】
こ
れ
ま
で
企
業
団

設
立
準
備
協
議
会
に
お
い

て
、
５
回
の
協
議
を
行
っ

た
。
こ
の
協
議
で
は
、
本
市

に
お
け
る
現
状
の
運
営
体
制

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

協
議
を
踏
ま
え
、
準
備
協
議

会
で
は
事
業
骨
子
や
各
事
業

体
に
お
け
る
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
に
策
定
し
た
三
原
市
水

道
事
業
経
営
戦
略
に
つ
い

て
、
令
和
２
年
度
ま
で
の
実

績
値
を
基
に
今
後
の
計
画
の

見
通
し
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問
こ
れ
ま
で
５
回
の
協
議

を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
デ
ー
タ
も
資
料
も
一
切

議
会
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

答
あ
く
ま
で
も
事
務
レ
ベ

ル
の
協
議
で
、
担
当
者
間
に

よ
る
本
市
の
課
題
や
方
向

性
、
計
画
等
を
協
議
し
て
い

る
。
数
字
的
な
も
の
は
、
現

段
階
で
は
不
確
定
要
素
が
あ

る
の
で
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
。

問
30
年
に
28
・
７
％
の
大

幅
値
上
げ
し
、
向
こ
う
10
年

間
は
健
全
経
営
の
見
通
し
と

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
審
議
会

の
中
で
は
、
老
朽
施
設
の
更

新
に
毎
年
16
億
円
を
投
じ
る

こ
と
が
ベ
タ
ー
と
あ
っ
た

が
、
向
こ
う
10
年
間
は
平
均

し
て
13
億
円
で
更
新
す
る
こ

と
で
健
全
性
を
保
て
る
と
い

い
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
に

は
16
億
円
に
は
ね
上
が
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
建
設
改
良
費
に
は
、
老

朽
施
設
の
更
新
費
用
13
億
円

と
は
別
枠
で
本
郷
産
業
団
地

な
ど
の
整
備
事
業
費
、
ま

た
、
国
や
県
・
市
か
ら
の
支

障
移
設
依
頼
に
係
る
事
業
費

を
見
込
み
、
ト
ー
タ
ル
で
16

億
円
程
度
に
な
る
。

問
今
後
、
事
業
計
画
案
や

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

11
月
に
公
表
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
も
、
議
会
へ
の

デ
ー
タ
や
情
報
の
提
供
も
な

く
、
到
底
判
断
し
か
ね
る
。

答
現
在
、
準
備
協
議
会
に

お
い
て
、
県
と
市
の
担
当
者

に
よ
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

い
、
事
業
計
画
を
作
成
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
が
、
県
に

対
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
資

料
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

三
原
市
下
水
道
の
事
業
経
営

審
議
会
の
審
議
状
況
に
つ
い

て【
概
要
】
令
和
５
年
度
か

ら
、
下
水
道
事
業
の
汚
水
に

係
る
下
水
道
会
計
繰
入
金
の

う
ち
、
約
５
億
８
０
０
万
円

の
汚
水
処
理
事
業
の
開
始
に

伴
な
う
管
渠
や
処
理
場
等
の

先
行
投
資
費
用
が
高
額
に
な

る
の
に
対
し
、
下
水
道
使
用

料
で
補
う
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
に
対
す
る
繰
入
金
が
無

く
な
る
の
で
、
抜
本
的
に
経

営
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た

め
、
令
和
３
年
１
月
に
設
置

さ
れ
た
下
水
道
事
業
経
営
審

議
会
に
お
い
て
下
水
道
事
業

の
在
り
方
、
繰
入
基
準
及
び

使
用
料
体
系
の
審
議
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
料
金

を
30
％
増
改
定
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
と
の
審
議
状
況

の
説
明
が
あ
っ
た
。

問
政
策
的
な
基
準
外
繰
入

の
検
討
は
す
る
の
か
。

答
全
市
民
が
下
水
道
の
恩

恵
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、

市
民
生
活
の
平
等
性
が
保
た

れ
な
い
の
で
繰
入
は
す
べ
き

で
は
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
今
後
審
議
会
で
検
討
し

て
い
く
。

問
一
度
に
上
下
水
道
が
値

上
り
す
る
と
市
民
が
困
る
。

緩
や
か
に
値
上
げ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
審
議
会
で
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
値
上
げ
で
議
論
さ

れ
て
い
る
。
審
議
会
委
員
に

伝
え
て
議
論
し
て
い
く
。

問
な
ぜ
、
審
議
会
を
非
公

開
に
し
た
の
か
。

答
自
由
な
発
言
が
さ
れ
る

よ
う
に
、
部
局
内
で
審
議
し

て
非
公
開
と
し
た
。
隠
す
と

言
う
考
え
は
な
い
。

水
防
法
に
基
づ
く
高
潮
浸
水

想
定
区
域
図
（
県
作
成
）
の

公
表
に
つ
い
て

【
概
要
】
広
島
県
に
お
い
て

現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
高
潮

浸
水
想
定
区
域
に
加
え
て
国

内
観
測
史
上
、
最
大
規
模
の

台
風
の
襲
来
を
前
提
と
し
た

高
潮
浸
水
想
定
区
域
図
が
作

成
さ
れ
、
令
和
３
年
８
月
に

公
表
さ
れ
た
。

　

高
潮
と
同
時
に
一
部
、
河

川
の
洪
水
が
想
定
さ
れ
、
最

悪
の
条
件
が
重
な
っ
た
場

合
、
沿
岸
部
を
中
心
に
１
ｍ

以
上
の
浸
水
、
深
い
所
で
５

ｍ
以
上
の
浸
水
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　

台
風
は
数
日
前
か
ら
把
握

で
き
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

確
実
な
避
難
が
重
要
で
あ

り
、
本
市
と
し
て
も
、
想
定

浸
水
区
域
図
を
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
周
知
を

図
る
。

問
市
役
所
も
浸
水
想
定
区

域
に
な
っ
て
い
る
が
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
等
は
ど
う

す
る
の
か
。

答
災
害
対
策
本
部
は
発
災

前
に
設
置
す

る
こ
と
に
な

り
、
現
在
と

同
様
に
市
役

所
庁
舎
内
に

設
け
た
い
と

考
え
る
。

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
の

対
象
区
域
に
係
る
表
記
の
変

更
に
つ
い
て

【
概
要
】
市
民
や
企
業
か

ら
、
現
在
の
表
記
で
は
ど
の

地
域
に
該
当
す
る
の
か
分
か

り
に
く
い
と
の
意
見
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
旧
市
町
単
位
で

の
発
令
に
つ
い
て
は
（
例

②
）、
旧
市
町
名
称
で
、
旧

小
学
校
区
単
位
で
の
発
令
に

つ
い
て
は
（
例
③
）、
住
所

を
基
準
と
し
た
地
域
名
で
の

発
令
に
変
更
す
る
。

新表記

（変更なし）

大和町

旭町、古浜、東町、館町、
城町、港町本町、西町、
桜山町、駒ヶ原町、八坂町
西宮、西野、頼兼、宮浦、
新倉、大畑町、学園町
大和町下徳良、大和町萩原、
大和町福田、大和町篠、
大和町蔵宗

現行表記

報道機関等での表記 市民メール
での表記

例① 三原市全域 （同左）

例②
神田地区、神田東地区
大草地区、和木地区
椹梨地区

大和町

例③－１ 三原地区 三原小地区

例③－２ 西地区 西小地区

例③－３ 神田地区 （同左）

➡

【表記の例】
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